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人口減少を抑制し持続発展を！
高梁市まち・ひと・しごと総合戦略の概要

問 秘書政策課企画係 ☎ 21- ０２０８

　平成 27年度から平成 31年度までの５年間を計画期間とした「高梁市まち・ひと・しごと総合戦略」
を策定しました。５項目の基本目標を定め、この目標に向けた取り組みを進めます。

市内で働き続けることのできる雇用環境を創出する
　高梁市の地理的条件を最大限に活かしつつ、各種産業での新たな雇用の創出を図ります。

市内へ移住する人の流れを拡大する
　「住みよさ」を実感できるまちづくりを進めるとともに、恵まれた地域資源があることの強みを生かし、国内
外から新たな人を呼び込み、「まち」の賑わいを創出します。

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　未婚化、晩婚化の解消を図り、結婚から出産・子育てまで切れ目のない支援で若い世代の希望を実現します。

安心な暮らしを守り、地域と地域を連携する
　時代に合った魅力的な都市をつくり、住む人が安心して住み続けたいと思えるまちを創造します。

心豊かな人材を育成する
　生涯学習の推進による「学びの循環」により、相互に支え合う地域社会を確立し、未来を拓

ひら
く人材を育成します。

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
従業者数（経済センサス活動調査） １万 4874 人（Ｈ 24） １万 5000 人

主な取組　� ▼農・福・商・官連携事業（薬草栽培産地化促進）　　 ▼企業誘致と地場産業の振興 　 　 　 　 　 　 　 　 　

▼生産・販売振興とブランド化　　 ▼新しい産業の創設　　 ▼新規学卒者の市内就職促進 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
社会増減（転入－転出） －３５人 ±０人

主な取組　� ▼備中高梁ジャパン・クオリティ発信事業（インバウンドの推進）　　 ▼シティプロモーションの推進　

▼官民協働による移住受入体制の充実　　 ▼観光アクションプランの推進と観光資源の有効活用 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
合計特殊出生率 １．３１ １．４７

主な取組　� ▼地域医療対策（地域医療構想への取り組み）　　 ▼未婚者の出会い・交流の場の創出 

▼結婚から子育てまで切れ目のない支援体制の構築　　 ▼子育て家庭の経済的負担の軽減支援 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
施策の満足度評価の向上 １６／２８施策 ２２／２８施策

主な取組　� ▼「生涯活躍のまち ( 高梁版 CCRC）」基本計画の策定　 ▼備中高梁駅を拠点とした中心市街地の機能充実 

▼利用しやすい効率的な公共交通機関の推進　 ▼協働のまちづくりを担う団体の支援、地域リーダーの育成 など

数値目標 指　　　　　　標 基準値（平成 26 年度） 目標値（平成 31 年度）
「高梁市の学習環境が充実し『学びのまち』
となっている」と回答した市民の割合 － ８０％以上

主な取組　� ▼「園、小、中、高、大」一貫教育の取り組み　　 ▼学力向上対策　　 ▼「山田方谷」の顕彰・啓発 

▼就学前教育の推進　　 ▼道徳教育の充実 など

基本目標①

　地方創生に取り組むための最重要課題は「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循
環を確立し、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻すことが重要であり、その原点となるのが「ひと」です。
　本市の総合戦略は「人づくり」の視点を通し、独自の基本目標となる「人材の育成」を掲げ、これからの社
会を担う人材の育成と生涯学習に取り組んでいきます。この地方創生の「ひと」を大切にし、世代を超えて「住
んでよかった住み続けたいまち」を目指し、本市の地方創生を進めていきます。市民全員が当事者意識を共有
し、未来ある高梁づくりを進めるために行動していきましょう。

基本目標②

基本目標③

基本目標④

基本目標⑤
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備中高梁駅西口
（完成イメージ）

備中高梁駅東口

　Information - 行政情報
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